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飲食店：　対策、提案
人、物、手段の3つに別けて、改善（是正と予防、早期と計画的）を考えました。

＃ 人 物 やり方
21 走らない 防滑マット、床材（防滑）、排水溝・防滑棚板

マット・グリーチング、防滑靴、厨房口に足ふ
きマット（外部持ち出し防止）

危険マップ、危険ステッカー、４S（整頓、清
掃）、巡視点検、コミュニケーション(相互注意、
清掃）

22 照明、滑り止めテープ貼付の段差改善ス
ロープ、床材(防滑）

危険マップ、危険ステッカー、巡視点検、

23 防滑靴（色統一し確認し易くする） 作業手順（交換時期）、巡視点検
24 ４Ｓ（整頓）、巡視点検
25 教育 台車、ハンドリフト
26 ズレ確認（排水口縁に印を付ける、排水口

縁に色付けをする）
27
28
29 包丁の整備、包丁研ぎ器を使いやすい場所

に設置
作業手順(包丁研ぎ）、過重労働解消

30 作業手順、教育
31 集中、30分タイ

マー（30分毎の
音で気持ちを
切り替える）

負担軽減（業務整理、作業手順）、過重労働
（労働時間の把握）、メンタルヘルスチェック

32 包丁を置く所に印 ４Ｓ，
33 教育 ４Ｓ，作業手順、
34 作業手順（トングで大きな破片処理、ストッキ

ング掃除機、コロコロ、米袋に廃棄）、
35 カン・オープナー（ギザギザ無し） 作業手順（別容器に移す）、
36
37
38 教育 機械安全(安全カバー、インターロック：稼動

時安全カバーが開かない）
作業手順、非常時手順（機械停止、連絡）、コ
ミュニケーション（警告）

39 教育 機械安全(安全カバー、インターロック：稼動
時安全カバーが開かない）

作業手順、非常時手順（機械停止、連絡）、コ
ミュニケーション（警告）

40 教育(義務、用
具の使用）

食品加工用切断機の機械安全(据付型押さ
え部分、両手操作式制御装置：安全ボタンと
稼動ボタンの両方を押している時のみスライ

作業手順、非常時手順（機械停止、連絡）、コ
ミュニケーション（警告）

41 教育 作業服、機械安全(巻き込みの起こらない安
全カバー）

作業手順、非常時手順（機械停止、連絡）、コ
ミュニケーション（警告）、就業規則(職務分担、
服装規定順守、従業員の安全作業義務の順

42
43
44 ハンドリフト、保護具（耐熱手袋・腕カバー、

飛沫防止用フェイスシール）
作業手順（下におろして、長靴の履き口をしぼ
る）、

45 台車、ハンドリフト、保護具（耐熱手袋・腕カ
バー、飛沫防止用フェイスシール）、

作業手順（声掛け）、

46 保護具（耐熱手袋・腕カバー、飛沫防止用
フェイスシール）、

作業手順（はね返り防止、エビ尾切除水切り）

47 長靴（履き口を絞る）、
48 走らない マット、床材（防滑）、防滑靴、転倒防止靴

（靴先が上向き）、
始業前・午後3時の体操

49 熱傷防止手袋・前掛け、岡持ち取手（安全
蓋・取手付）・運搬用手押し台車

50 教育 機械安全(高圧時開閉不可） 作業手順（火を止め温度が下がってから開け
る）51

52
53 教育 運搬機 危険ステッカー（現重量記入）、作業管理（しゃ

がんで持ち上げる、運搬機、二名対応）、
54 腰痛ベルト シンクの底に10ｃｍのかさ上げ台を入れる、

男女別の臥床休憩室設置、
腰痛体操、業務負荷削減・シフト見直し

55 腰痛ベルト 調理台の下に台を入れ高さを90ｃｍに上げ
る、男女別の臥床休憩室設置

腰痛体操、業務負荷削減・シフト見直し
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56 腰痛ベルト 料理運搬・配膳用台車の高さを客席テーブ
ルの高さに揃える、男女別の臥床休憩室設

腰痛体操、業務負荷削減・シフト見直し

57
58
59 教育 作業手順（不安定な椅子代用不可）、コミュニ

ケーション（警告）
60 教育 作業手順（天台法令違反）、コミュニケーション

（警告）、
61 手すり・危険ステッカー（手すりを持とう）、階

段滑り止めの色分け・段残数表示、足元照
明装置、下が透けて見える透明トレー、階段
運搬エレベーター、

62
63
64 足元、壁に一旦停止の表示を掲示
65
66
67 教育(水分、塩

分）
空調、スポットクーラー、

68
69
70 教育 修理、一酸化炭素警報機、 作業手順
71
72
73 教育（交通安

全講習）、
74
75
76 教育 防護服（マスク、手袋） 作業手順（トイレ掃除、消毒ノロパンチ、ハイ

ター）

2/2


